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関西大学 ITセンター年報 創刊号（2010）
巻 頭 言
『関西大学 IT センター年報』創刊に向けて
文学部　教授
柴　田　　　一
　関西大学 IT センターでは，前身の関西大学 情報処理センター時代から，
　　●  IT センターがどのような組織のもとにどのような活動をしてきたか，その実績を定
期的に総括して記録すること
　　● 対外的な広報の機能をはたすこと 
　　●  IT センター関係者（ユーザ，システム運用者，システム開発者など）の相互コミュ
ニケーションのフォーラム（広場）となること
を目的として，1986年より年 1 回，『関西大学 情報処理センター フォーラム（No.1～
No.18）』（1986年～2003年），『関西大学 ITセンター フォーラム（No.19～No.22）』（2004
年～2007年）を刊行してきました。
　ところが，2007年を最後に遺憾ながら2008年，2009年は休刊となってしまいました。ユー
ザである教職員からの投稿が激減したのが大きな原因ですが，その背景には，ユーザと ICT
とのかかわり方の変化があると私は思います。
　それはちょうど上記の『関西大学 情報処理センター フォーラム』が，大型計算機時代，
集中処理の時代を反映したフォーラムであり，『関西大学 ITセンター フォーラム』が，1990
年代のダウンサイジング，分散処理，パソコンとインターネットの普及の波が，遅ればせな
がら本学に押し寄せた時代の，ユーザと ICTとのかかわりを表したフォーラムであったよう
に思えます。
　では，現在はどのような時代なのでしょう？ ICTとは直接は関係がないように思われるか
もしれませんが，ちょうど 1 年前に，国内自動車メーカーの看板車種のブレーキに関するリ
コール問題がありました。メーカー側は，ユーザからのクレームに対し当初は，「安全基準を
満たしており，構造上の欠陥ではなく，ユーザの感覚の問題」という見解を表明していまし
たが，国からの「メーカー目線であり，ユーザの視点が欠如しているのではないか。欠陥か
どうかはユーザが決める話。」といった主旨の指摘を受けたこともあり，最終的には（安全基
準を満たしているにもかかわらず）リコールに踏み切りました。
　また，昨年末より，日本の携帯電話市場ではスマートフォンが，これまでの日本独自の高
機能・多機能ケータイ，いわゆるガラパゴスケータイ，を席巻するような勢いで普及しつつ
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あります。これにはさまざまな要因がありますが，私が注目したのは，携帯電話で利用でき
る機能の違いです。スマートフォンでは，初期状態では電話・メール等の誰もが使う基本的
な機能だけが利用できるようになっており，それ以外の機能は，それぞれのユーザが自分に
とって必要なものだけをアプリケーションとして自分の携帯電話にインストールして使えま
す。これに対し，いわゆるガラパゴスケータイでは，メーカー側がよいと判断した多種多様
な機能が，個々のユーザのニーズに関係なく，最初からプリインストールされてしまってい
ることです。買ってから手放すまでついぞ使わなかった機能，インストールされていること
すら知らなかった機能が少なからずあったのは，私だけではないはずです。
　これらは，現在の ICT サービスのあり方や ICT とユーザとのかかわり方を象徴する良い
例になっています。つまり現在は，ユーザが主体となり，ユーザが中心となって ICTとかか
わる時代になっているのです。大型計算機時代は，ガラパゴスケータイのように，ユーザに
とってはセンターが提供するサービスがすべてであり，それ以外の選択肢は基本的にはあり
ませんでしたが，パソコンとインターネットの普及の時代を経て，クラウドコンピューティ
ング化が進む現在では，スマートフォンのように，学外のサービスを含め，どのサービスを
使うかを個々のユーザが選択できる時代になっています。
　したがって，現在は，私たちが提供している ICTサービスやユーザとの関係を改めて見な
おすべき時代にあると思っています。私たちがよかれと思って提供している ICTサービスが
学生，教職員，事務職員を始めとするユーザが本当に求め，役立つサービスであるのかどう
かです。つまり，上に述べたガラパゴスケータイ的なサービスをしていないかです。また，
ICT サービスを受けようと思っても，手続きが煩雑であったり，使用説明書に専門用語が並
べられて難解になっていたり，セキュリティを重視するあまり必要以上にユーザビリティを
下げていたりで，ユーザが利用しようと思っても利用できないハードルの高いサービスにな
っていないか。また，欲しいと思っているサービスがそもそも提供されているのか，などです。
　かつて，大型計算機の端末機室は，ダム端末が姿を消し，代わりに設置されたパソコンに
よりパソコンルームになりました。このパソコンルームも，やがてはパソコンが消え，Wi-Fi
のアクセスポイントとしての役割と，机と椅子だけが置かれるようになり，ユーザは自分の
携帯情報端末で，個々人に必要な ICTサービスを選択し，享受するような日が来るのは，そ
う遠い未来ではないかもしれません。
　このような新しい時代の到来を肌身で感じ，ITセンターがこれまで以上にユーザ目線のサ
ービスを目指している姿勢の表現のひとつとして，ここに『関西大学 IT センター フォーラ
ム』を『関西大学 IT センター年報』として，新しい名前・形式・内容で再スタートさせま
す。今後とも，どうぞよろしくお願いいたします。
2011年 3 月
 （IT センター　所長）
